
論文 7. Santhakumari， V. Species composition， distribution and abundance of 

hydromedusae in the exclusive economic zone of the east coast of India. [-イ

ンド東岸の経済専管水域におけるヒドロクラゲ類の種構成・分布・量].スリランカか

らカルカッタまでの沿岸域で， 1986-1990年におけるプランクトンサンプルを分析し

た結果， 62種が見い出された。種多様性は沿岸域から離れた地点で高かった。一方，

密度は沿岸域に近い地点で高かった。 (53-61頁)

論文 8. Kitamura， M.， Kubota， S. & Murano， M. Description of some oceanic 

hydromedusae from J apan. [喜多村稔・久保田信・村野正昭:日本産外洋性ヒドロ

クラゲ類数種の記載].3種の外洋性ヒドロクラゲを本州沖の太平洋からの標本に基

づき記載した。 Smintheaeuη>gasterは日本初報告であり，Cytaeis tetrastylaには，

ポリプおよびクラゲの出芽が見られた。このような無性生殖は太平洋から最初の報告

である。 (63-71頁)

論文 9. Kubota， S. A new form of the bivalve-inhabiting hydrozoan Eutima japonica 

(Leptomedusae， Eirenidae) in J apan. [久保田信 :二枚貝棲ヒドロ虫類コノハクラゲ

(軟クラゲ目，マツバクラゲ科)の日本における新型J.九州幸島産のカリガネエガイ

から，コノハクラゲの種内変異として，新型 transitionalformが見つかり，記載し

た。この型は，従来の型に比べて，形態的特徴点や生活史特性などで，違いが見られ

た。 (73-81頁)
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